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【平成２５年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に 

遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 

（意見等） 

本研究では、培養皿固定型分化誘導因子を用いた ES/iPS 細胞の未分化維持大量培養技術の確立、

細胞純化技術の開発、及び効率的かつ均一な分化誘導技術の開発の３点を目的としていた。 

第３の目的に関しては、ある程度順調に成果が得られていると判断できる。しかし、第１、第２

の目的に関しては、ヒト iPS 細胞の培養の技術的な困難さとヒト iPS 細胞株の多様性により、第１、

第２の目的に関する研究は進展していない。 

期間内に固定化誘導因子のヒト iPS 細胞培養技術への有効性の実証等、研究内容を集中すること

により本課題の目的達成を図るなどの努力が必要である。 

検証結果  当初目標に対し、概ね期待どおりの成果があったが、一部上がらなかった。 

本研究は、独自に開発した細胞間接着分子や細胞増殖因子の固定型キメラ分子をコ

ーティングした培養皿を用いることで、マウスやヒトの ES・iPS 細胞の単一細胞・大

量・純化培養法の確立と肝細胞や心筋細胞への効率的な分化誘導技術の構築を目的と

していた。研究は概ね計画どおりに進展し、多くの重要な成果が得られている。また、

当初の計画になかった ES 細胞から神経細胞への分化誘導と神経ネットワーク形成に

関する新知見も示された。しかし、マウスに適用できる技術がヒトの ES・iPS 細胞に

そのまま使えないという問題点が浮かび上がり、実際の再生医療につながるヒト細胞

での進捗が不十分であった。提唱された方法は、未分化細胞を応用した再生医療のた

めの基盤技術として評価できるものであり、今後の発展を期待する。 

A－ 

 

 


